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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月3日(2012.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一の時間点において第一のエネルギ・レベルにあるＸ線を発生し、第二の時間点におい
て第二のエネルギ・レベルにあるＸ線を発生するように構成されているＸ線源（２２）と
、
前記第一のエネルギ・レベルにある前記Ｘ線及び前記第二のエネルギ・レベルにある前記
Ｘ線を発生するように前記Ｘ線源に電力を供給するように動作可能な電源（５０）と、
前記第一のエネルギ・レベル及び前記第二のエネルギ・レベルにある前記Ｘ線源（２２）
からのＸ線を検出するように動作可能な可搬型フラット・パネル・ディジタルＸ線検出器
（２４）であって、前記第一のエネルギ・レベルにおいて発生されるＸ線からのＸ線強度
を表わす第一の信号（１１８）及び前記第二のエネルギ・レベルにおいて発生されるＸ線
からのＸ線強度を表わす第二の信号（１２０）を発生する可搬型フラット・パネル・ディ
ジタルＸ線検出器（２４）と、
該検出器（２４）から受け取った少なくとも前記第一（１１８）及び第二の信号（１２０
）から特定物質を表わす画像（１３０、１３２）を形成するように動作可能なプロセッサ
方式の装置（２８）と、
前記Ｘ線源（２２）、前記電源（５０）、前記ディジタルＸ線検出器（２４）及び前記プ
ロセッサ方式の装置（２８）の少なくとも一つを患者（２６）の許に搬送するように構成
されている搬送器（３０）と、
前記ディジタルＸ線検出器（２４）上に配設された散乱線除去グリッド（９６）と、
前記第一のエネルギ・レベルにおいて発生されるＸ線から得られる第一の特定物質を表わ
す画像及び前記第二のエネルギ・レベルにおいて発生されるＸ線から得られる第二の特定
物質を表わす画像において前記散乱線除去グリッドを位置揃えする散乱線除去グリッド位
置揃えシステム（１２８）と
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を備えた医用イメージング・システム（２０）。
【請求項２】
患者の呼吸周期を検出して、該患者の呼吸周期を表わす信号を発生するように動作可能な
センサ（３８）を含んでいる請求項１に記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項３】
患者の呼吸周期の所望の時相において、前記第一のエネルギ・レベルにある第一の画像を
取得し、前記第二のエネルギ・レベルにある第二の画像を取得するように構成されている
請求項２に記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項４】
第一の呼吸周期の間の所与の点において前記第一のエネルギ・レベルにある第一の画像を
取得し、後続の呼吸周期の近似的に同じ所与の点において前記第二のエネルギ・レベルに
ある第二の画像を取得するように構成されている請求項２に記載の医用イメージング・シ
ステム（２０）。
【請求項５】
前記可搬型フラット・パネル・ディジタルＸ線検出器（２４）及び／又は散乱線除去グリ
ッド（９６）が前記Ｘ線源（２２）に整列したときに指標を生成するように動作可能な整
列センサ（４０）を含んでいる請求項１に記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項６】
前記患者（２６）と前記可搬型フラット・パネル・ディジタルＸ線検出器（２４）との間
に低減弱間隙を設けるように構成された散乱低減パッド（９８）を含んでいる請求項１に
記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項７】
検出器温度の変化により生ずる前記可搬型フラット・パネル・ディジタルＸ線検出器（２
４）の検出器ゲインを補償する温度補正機能（１２２、１２４）を含んでいる請求項１に
記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項８】
空間変動型パラメータを含む対数減算アルゴリズムを有する画像分解工程（１０６）を含
んでいる請求項１に記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項９】
空間変動型パラメータ対数減算手法を用いる画像分解プロセスを含んでいる、請求項１に
記載の医用イメージング・システム（２０）。
【請求項１０】
前記特定物質を表わす画像は、軟組織画像（１３０）及び骨画像（１３２）を含んでいる
、請求項１に記載の医用イメージング・システム（２０）。
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